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化学物質の安全管理に関する主な法令をご紹介します。これらは、法令の目的の
観点から、取扱いに関する法令と環境管理に関する法令に大別されます。
今回の講習会の対象である皆様は、これらの法令の中の一つである「毒物及び劇
物取締法」に規定されている、「特定毒物研究者・使用者」です。
本日はこの「毒物及び劇物取締法」による規制とはどういったものか、毒物・劇物の
取扱いに必要な対応、そして事故を未然に防ぐためにどのようなことに気をつけれ
ばよいかご説明していきます。
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第1条には「毒物及び劇物取締法」の目的と意図する範囲が記載されています。
「保健衛生上の見地から必要な取締を行うことを目的とする。」とは、つまり、毒物
劇物を取り扱うにあたって、適切で安全な取扱いの確保や事故・事件発生の未然
防止を目的としていると考えるとわかりやすいでしょう。
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第2条は毒物劇物とは何かを定義したものです。
毒性の強さにより特定毒物、毒物、劇物の順に分類されています。
また、一般的に定義するのではなく、具体的物質名で定義しています。
医薬品・医薬部外品は、「医薬品医療機器等法」にて規制されているため、本法の
規定から除外されています。
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毒物劇物の判定は、動物における知見、ヒトにおける知見、又はその他の知見に
基づき、当該物質の物性、化学製品としての特性等も勘案して行っています。
その他の知見としては、化学物質の反応性等の物理化学的性質、有効なin vitro試
験等における知見があります。
毒物の中で毒性が極めて強く、当該物質が広く一般に使用されるか又は使用され
ると考えられるものなどで、危害発生の恐れが著しいものは特定毒物とされていま
す。



ここでは、毒物・劇物の例を挙げています。
「○○を含有する製剤」と規定されている場合は、「○○」が意図的に添加されてい
れば、その濃度に関わらず、毒物劇物に該当します。
「○○を含有する製剤。ただし●％以下を含有する製剤を除く。」と規定されている
場合は、「○○」が●％を超えて意図的に添加されていれば毒物劇物に該当します。
特定毒物の場合、普通物への除外濃度はありません。
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特定毒物に指定されているのはこれらの品目です。
特定毒物は毒性が非常に強いため、取り扱うことができる者とその用途が厳しく制
限されています。
認められた方以外の取扱いは禁止されているので、注意してください。
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第3条は、毒物劇物の製造、輸入、販売業を営もうとするときは登録を受けなけれ
ばならないことを定めたものです。
第1項は、製造業の登録を受けた者以外の者は、毒物劇物を販売または授与の目
的で製造できないことを規定しています。
第2項は、輸入業の登録を受けた者以外の者は、毒物劇物を販売または授与の目
的で輸入できないことを規定しています。
第3項は、販売業の登録を受けた者以外の者は、毒物劇物を販売または授与でき
ず、また販売・授与の目的で毒物劇物を貯蔵、運搬、陳列できないことを規定して
います。



こちらが毒物及び劇物取締法で規制されている対象者です。
今回の講習会対象者である「特定毒物研究者」は、特定毒物を製造、輸入、使用、
譲渡、譲受、所持ができます。ただし、学術研究以外の用途に特定毒物を用いるこ
とはできません。
「特定毒物使用者」は、使用、譲渡、譲受、所持ができます。ただし、特定毒物の品
目ごとに施行令で定められた用途以外の用途に特定毒物を用いることはできませ
ん。
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こちらは政令で指定されている使用者の一例です。
燐化アルミニウムとその分解促進剤とを含有する製剤の場合、使用者とその用途
はこのように定められています。
東京都で現在、特定毒物使用者として指定実績があるのは燐化アルミニウムとそ
の分解促進剤とを含有する製剤のみです。
これ以外の使用者と用途については、毒物及び劇物取締法施行令第１条、第１１
条、第１６条、第２２条を参照ください。
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こちらは、毒物劇物を取り扱う際に遵守しなければならない事項をまとめて示したも
のです。
保健衛生上の危害防止の観点からも、これらの事項を遵守することは非常に大切
です。
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特定毒物は特に毒性が強く、扱うことのできる者や使用用途が限定されています。
そのため、購入の際は扱う資格があることを提示することが求められます。
また、購入の際には、毒劇物の名称、数量、譲渡年月日、譲受人の氏名、職業及
び住所（法人の場合は名称及び主たる事務所の所在地）を記載した上、押印した
書面を販売業者に提出しなければなりません。
なお、毒物劇物には、保健衛生上の危害を防止するため、以下に該当する者には
交付することができません。
・ 18歳未満の者
・ 心身の障害により毒物又は劇物による保健衛生上の危害の防止の措置を適正
に行うことができない者として厚生労働省令で定めるもの
・ 麻薬、大麻、あへん又は覚せい剤の中毒者
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こちらが譲受書の例です。
毒物劇物の名称、数量を慎重に確認するようにしてください。
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毒物劇物は、取り扱いを誤ると人体に有害な事象を引き起こす物質です。
安全のためにも、必要最低限の量を購入するようにしてください。
購入した薬品については、管理簿により、常に受入量、使用量及び在庫量を把握し
てください。
また、安全データシート（SDS）の内容を必ず確認し、いつでも出せるところに保管し
てください。

17



18

第11条は、毒物劇物を取り扱う際に、遵守しなければならない事項をまとめて示し
たものです。
第1項は、保有する毒物劇物が盗難にあったり紛失しないよう必要な措置を講じな
ければならないことを規定しています。
第2項は、保有する毒物劇物が外に飛散、漏洩、流出、しみ出るなどしないよう必
要な措置を講じなければならないことを規定しています。
第3項は、保有する毒物劇物を外で運搬する場合は、第2項と同様に必要な措置を
講じなければならないことを規定しています。
つまり、専門家による毒物劇物の管理ができない場合は、一般人に保健衛生上の
危害が及ぶことが考えられるので、そのような状況にならないようにしなければなら
ないのです。



毒物劇物を保管する貯蔵設備は、以下のような安全上の対策を求めています。
・ 毒物又は劇物とその他の物とを区別して貯蔵できる、専用の堅固な設備である
こと。
・ 貯蔵設備には施錠すること。
・ 貯蔵容器は、毒物劇物が飛散、漏れることがないようにすること。
・ 毒物を保管する場合は、「医薬用外毒物」、劇物を保管する場合は、「医薬用外
劇物」の表示をすること。
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こちらは、流出・漏洩防止のための措置の一例です。
背の高い保管庫は、L字金具等を利用して転倒しないようにしましょう。
保管庫内は、仕切りトレー等を利用し、保管庫内で薬品同士がぶつからないように
しましょう。
地震があった後は、薬品類の流出・漏洩がないか確認しましょう。また、貯蔵容器、
保管庫に損傷がないか点検し、流出・漏洩を未然に防ぐことが大切です。
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保管庫内での配置を工夫することで、薬品の転倒・落下時の混触発火を防ぐことが
できます。
反応性の高いものは離れた場所に保管しましょう。
また、液体は下段に、固体は上段に保管するようにしましょう。
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盗難・紛失を防ぐためには、鍵の管理が重要です。
不特定多数の人が扱えぬよう、鍵の管理者を明確にしましょう。
管理者が不在の時に備え、代行者を選任することも大切です。
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盗難・紛失を防ぐには、鍵の管理だけでなく在庫管理も重要です。
在庫量の定期的な点検や使用量の把握をすることで、盗難・紛失に気付く
ことができます。
管理簿の作成と記載、入出庫の際の在庫確認、定期的な棚卸を行うように
しましょう。
また、不要となった毒物劇物については、都度、廃棄を検討することで在庫
管理をしやすくすることも大切です。
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これは管理簿の作成例です。
濃度毎に作成し、出し入れの都度記載することで正確な記載を心がけましょう。
また、誤差に気づいたら早めに訂正することで、記載された値と実際の値の乖離を
防ぐことができます。
訂正の際は訂正印等を使用し、改竄できない記録としてください。
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こちらが管理の際の注意点です。
在庫量の定期的点検を行うことで、毒物劇物の保管管理が確実にできるようにしま
しょう。
併せて、日常的に管理簿の作成・記録が適切に行われているか確認することも大
切です。
また、作成・記録の方法が形骸化していないか等、十分に管理ができる方法がとら
れているか見直しましょう。
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こちらは実際にあった紛失事例です。
長期間使用実績のなかった毒物が所在不明となっていました。
定期的な在庫量の点検をすることで、このような事態は防ぐことができます。
日々の管理と併せて、定期的な点検をするようにしてください。



こちらと次のスライドは、薬品の保管に関する指摘事項の一例です。
同様の事例がないか確認の上、適切な保管管理に努めてください。
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第11条では、使用する容器についても規定しています。
誤飲の恐れを避けるため、毒物劇物は例外なく、通常飲食物の容器として使用さ
れる物に移し替えて保管することを禁止しています。
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第12条第1項では、安全上の注意喚起として、毒物劇物の容器及び被包の両方に
上記のような表示をしなければならないことを規定しています。
この条文の主語は、「毒物劇物営業者及び特定毒物研究者」であり、特定毒物使
用者の記載がありません。
しかし、第22条第5項にて毒物劇物を業務上取り扱う者についても表示の規定が準
用されることが定められているため、「特定毒物使用者」にも表示の義務がありま
す。
つまり、この講習会を受講している皆様は、毒物劇物の容器及び被包に必ず表示
をしなければなりません。



容器及び被包への表示では、文字だけではなく文字の色と背景の色が明確に定め
られています。
スライドをご参照ください。
また、別の容器に移し替えた場合も、それぞれの容器に表示が必要です。
内容物の取り違え等を起こさないように、薬品の成分名の他、含量、分量も記載し
ましょう。
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こちらは、毒物劇物を希釈した場合などに留意していただきたい事項です。
特定毒物には、濃度による規制の除外がありません。
希釈した毒物もすべて特定毒物として規制の対象になります。
「医薬用外毒物」等の表示をし、管理簿にて在庫管理をし、適正な管理に努めま
しょう。
また、古くなった薬品も毒物劇物です。廃棄するまでは鍵をかけて管理をし、盗難・
紛失を防ぎましょう。
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こちらは除外濃度の一例です。
除外濃度以下は毒物劇物非該当で、普通物になります。
ただし、特定毒物には除外濃度はありません。
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除外濃度については、①②で確認できます。
また、③には毒物劇物の取扱いに関する様々なQ&Aが掲載されています。
何か疑問が生じた場合、参考になることが多いと思いますので、ぜひご覧ください。
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こちらが表示に関する指導事例です。
毒性が強い化学物質であることが、誰にでもわかるようにするのが表示の役割で
す。
表示が明確にわかるように管理をしましょう。
産業廃棄物処理業者に廃棄を依頼する際に、内容が不明確な薬品は引き取りを
拒否される場合があります。
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毒物劇物を廃棄する場合は、以下のような技術基準が示されています。
・ 中和、加水分解、酸化、還元、希釈その他の方法により、毒物劇物に該当しな
いものにする。
・ 揮発性の物は大気中に揮発させる。
・ 可燃性の物については燃焼させる。
品目毎の廃棄方法は、SDSを確認してください。
廃棄作業の際は、保健衛生上の危害が発生しないよう、また、スライド3枚目に示し
た「環境管理に関する法令」にも抵触しないようにしましょう。
自ら廃棄処理を行うことが難しい場合は、知事の許可を受けた「産業廃棄物処理
業者」に処理を委託してください。
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第17条は、毒物劇物の取り扱い中に事故が起きた場合に、状況に応じた措置を講
ずることを規定しています。
第1項では、取り扱っている毒物劇物が飛散、漏出等して不特定または多数の人に
保健衛生上の危害が及ぶ恐れがある場合の措置を規定しています。
この場合は、直ちにその旨を所管の保健所（健康安全研究センター）、警察署又は
消防機関に届け出て、併せて必要な応急措置を講ずることが義務付けられていま
す。
第2項では、取り扱っている毒物劇物が盗難又は紛失した場合の措置を規定してい
ます。
この場合は、直ちにその旨を警察署に届け出ることが義務付けられています。



こちらが、緊急対応について図示したものです。
取扱責任者は必要な機関に速やかに情報提供しましょう。
また、適切な応急措置を講ずるよう指示してください。
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SDSを参考に被害を拡大させないための措置とその準備をしましょう。
除害剤を用意しておくことや、流出・漏洩時の対応手順を策定し、教育訓練しておく
ことで、速やかに対応できます。
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こちらと次のスライドは、漏洩・流出事故の一例です。
いずれもリン化アルミニウム燻蒸剤に関する事例であり、残渣処理を適切に行わな
かったことにより引き起こされたものです。
燻蒸剤に関しては、未反応の薬剤により引き起こされる事故が多いようです。
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こちらが残渣処理の際の注意点です。
薬剤は、徐々に分解反応を起こし、燻蒸が行われます。説明書等を確認し、所定の
燻蒸時間を守ってください。
燻蒸作業終了時にすべての薬品が完全に分解しているとは限りません。
残渣の中には未反応の薬剤が含まれている可能性があるので、確実に残渣処理
を行ってから片付け作業に入ってください。
残渣の処理方法についてはSDSに記載の方法を遵守し、不明なことがあった場合
は必ずメーカーに問い合わせをしてください。
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燻蒸作業では、作業後の開放時にも注意が必要です。
燻蒸作業直後の倉庫等屋内は高濃度のリン化水素ガスが残留しています。
ガス濃度が十分低下していない状態で屋内に入ると、中毒の危険があります。
ガス濃度が低下したことを確かめてから入室し、作業の際は指定された保護具（防
毒マスク）を着用してください。

44



こちらは事故を防ぐために注意していただきたい事項です。
・ 毒物劇物危害防止規定を策定し、遵守しましょう。
・ 在庫管理簿を作成し、在庫量の把握に努めましょう。（「２ 毒物・劇物の取扱い」
を参照してください。）
・ 最新のSDSを保管し、取り扱っている毒物劇物の情報をいつでも確認できるよう
にしましょう。
・ 担当者が変更になる場合は、危害防止規定を利用し、業務内容全般について
の引継が確実にできるようにしましょう。
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では、毒物劇物危害防止規定についてご説明します。
こちらは目的及び性格です。
管理体制、責任体制を明確にすることで、日々の業務を適切に対応し、事故を未然
に防ぐことができます。
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こちらが毒物劇物危害防止規定に記載していただきたい主な項目です。
管理体制、緊急連絡網の他に、実際に行う作業手順や貯蔵設備等毒物劇物にか
かる管理状況の確認方法を規定してください。
また、作業を行う方、設備の保守を行う方、事故の際に応急措置を行う方への教育
訓練も重要です。
これらの方々が手順をよく知っておくことで危害を未然に防ぐことや、被害を最小限
に抑えることができるようになります。
さらに、毒物劇物取締法や法律に関する通知等を知ることで、より適切な管理がで
きるようになります。
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SDSとは、危険有害化学物質を安全に管理していただくため、性状及び取扱いに
関する情報を総合的に提供する文書です。
毒物劇物を販売・授与する際はSDSの提供が義務付けられています。
毒物劇物を購入する際は、必ずSDSを受け取りましょう。
そして、誰もがいつでも情報を参照できるようにしましょう。
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こちらは、SDSの部分的な記載例です。
SDSには、「応急措置」「火災時の措置」「漏出時の措置」といった、事故の際の措
置に関する情報や、「取扱い及び保管上の注意」「暴露の防止及び保護のための
措置」「廃棄上の注意」といった日々の取扱い及び保管に関する情報が記載されて
います。
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こちらが危害防止規定とSDS管理に関する注意点です。
・ 組織変更や人事異動に伴い管理体制や緊急連絡網に変更が生じた場合は、改
訂しましょう。併せて、作業手順等他の項目についても適宜見直しをして使いやすく
することも大切です。
・ 自己点検ではSDSが最新の版であることも確認し、適切な情報を活用できるよう
にしておきましょう。
・ 危害防止規定やSDSは毒物劇物を取り扱う際の大切な情報です。いつでも誰も
がすぐに使えるようにしておきましょう。
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こちらは自己点検時に確認していただきたい事項です。
・ 入れ物や蓋の状態は正常でしょうか。吸湿もしくは揮発していませんか。
・ ラベルは見えにくくなっていないでしょうか。
・ 管理簿は手順で規定した通り記載されていますか。
・ 使用しない薬品が放置されていないでしょうか。
時期を決めて定期的に点検することで、事故防止につなげましょう。
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こちらは、地震後に確認していただきたい事項です。
・ 容器や貯蔵設備が破損していないでしょうか。破損による流出・漏洩はありませ
んか。
・ 地震の振動で容器が傾く等、転倒しやすい状態になっていないでしょうか。
・ 固定器具が外れたりゆるんだりしていないでしょうか。
余震で被害を起こさないためにも、地震が起こったら保管状況に問題がないか必
ず確認しましょう。
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こちらは、人事異動の際の注意事項です。
取扱責任者としてしなければならないことが継続して行われるよう、適切に引継を
しましょう。
また、併せて危害防止規定の改訂もしましょう。
引継が適切に行われないと、保管管理が適切に行われず、盗難・紛失等の事故の
要因になってしまいます。
また、薬品についての情報を必要な時に入手できないことは、安全な取扱いに支
障をきたしてしまいます。
安全に業務をするためにも、取り扱っている毒物劇物の保管管理状況について、
適切に引継しましょう。
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